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表3　生活扶助基準引止率及び被保

　護世帯エンゲル係数の年次推移

生活扶助基～ ’保護世唱il

1　上 率エンゲル係

昭秘1年度 13．5％ 50．1％

〃42’～ 13．5 49．5

〃43〃 13．0 49．2

〃44〃 13．0 49．7

〃45〃 14．0 ｝

〃46〃 14．0 ｝

資料，被保護者生活尖態調査（来万ぐ）

善すきO時　算六生区が引W五算　丸らて病化
がる上Q失一が年活の算き区八にま　四い入し
行寝げ円禁時算疫需場定上の0つ共　四る院て
な巻り以患扶定か要合さげ場円い　　八こ患い
わ類れ内者助さらのにれら食かて入　Qと者る
れのたかににれ新増おてれ三らは院　円をのこ
た費ほら対つるた大いいた三六’患　に考日と
。川か五すいこにをてなほ五七1者　大慮常な
　な’Oるてと二考もか交円五区日　幅桜生ど
　ど入○お越と○慮　 つ　か円及班　に　活も
　に院Oむ　な五』冬た従ら星モび酪　’引三需あ
　つ患円つ出つ円　季V来四　亘費　上璽要つ
　鴇齢診劉畷塞δ設駿げ論て
　もにに二や　季四けび加円及場季i　ら円大精
　改対引五？置　加十る遡多1〔にび合加．　れかし神

のは円　　近つ四態にほ品省鉛　比のるら育　年改教用る

・｝レu
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表2　一般勤労者世帯と被保護労働者世帯との消費水準の格差（束京都）

奄解

塗蟹
三い
四て
五は・
円一

1人1力雌鯉消費文出 ㎜　　　　　 　　　　　『一
格　　　差

一　一　　　　痢　　『

一般勤労縮嬉1ド． 被懸道働越匠．
B
一
×
1
0
0

一　P　一　　　　　　　　一　　　｝

嵐　額　A 指 突　額　B 指　　　数 A
1副和35i卜度・ 9，039円 100．0 3、437円 100．0 38．0％

〃36〃 10，295 113．9 4，275 124．4 41．5
〃3ア〃 11，203 123．9 4，984 145．0、 44．5

〃33〃9 13少291 147．0 5，883 171．2 44．3

〃39〃 13，870 153．4 6，528 189．9 47．1

〃40〃・
〃41〃o
〃42〃・

14貧636

16，006
18PO17

161．9

177．1

199．3

7，351

8，277

9，360

213．9

240．3

272．3

一50251曇7

52．0

〃43〃 19，376 214．4 10，202 296．8 52．7

〃44〃
21731 2404 11487 3342 529

資料；家庭

（堂

調査G融，理府），戴保、更者生活実態調査G享生省） ‘ンく」

鰍噸てつ一糊に消嬬なぺのり贋革額八櫨駿嫉渦蟄

　ましは　感い的のつあ際つ的る近的
　せて’まを被に弾てる費てにこ年少
　るいこたい保なカ、が等き世とにな
　たるれ’だ誕り性從’のて帯がおく
　め場ら璽く老4社が米こ増い外余いて
　の介の・度こ齢会小のの大るに儀てす

糞灘嚢lll鱗1謙
＝？衆瀦群難靹験驚外
　大活いになま生かはな明世重ワでえ
　きをてついすじく 、から帯嬰、盈る
　凶営臥い0絶や孤生にかのと必活力1
　　な床て　望す立活あで交な然す

鯉1溶駄卦鶴螺紹1礁を
にげ和1尉蝦にる些者上　 済で話、に
つら四和入’0準’の　的やな衣被
い些＋四院入　両重よ　労りど類保
て六十患院で疫う普くのの謹1ミ精年五者患　の障な　はり介洗家
　神度年の者　改害事　一す護濯庭
近病に度臼田　善者情　 層るを。に
集入はの用用　．がのを　著必最補お
　院四四1弘1砧　．図需考　 し要低修い
’病患九二費費ら嬰慮いか生て
禁翻熟貿廷に阪齢難饗
開IUり円い曳　も対今　が家の回1匹
旗耳1にかて　　の遜園　あ族枠ワの

表1生活扶助基準頽の年次推移（標準4人世帯）

　　　　　　　　　　（1級地）
実施｛iり川 基箪額 対簡回比 指　　数

年月ロ 円 ．％

第16次 35。4．1 8，914 一 10Q．0

第17次 36．4．1 10，344 116．0 116．0

補　　正 36。10．1 10，862

第18次 37。4．1 12，213 118．0 137．0

米五紬晦正 37．12．1 12，46D

第19次 38．4．1
14p289 117．0 160．3

第20次 39．4．1 16，147 113．O 181．1

米ii嚇正 40．1．1 16，446

第21次 40．4．1
（醤：器1）

112．0 204．2

米価補正 41．1．1 18，548

第22次 41．4．1 20，G62 U3．5 231．8

第23次 42．4．1 23，451 113．5 263．1

米甑繍正 42．10．1 24，095

第24次 43、4．1 26，5QO 三13．0 297．3

米」”i捕正 43．10．1 26，910

第25次 44。4．1 29，945 113．O 335．9

第26次 45．4．1 34，137 114．0 383．0

第27次 46．4．1
38P916 114．O 436．6

（注）1．第21次の（）内は，前年愛との比較上，乳幼
　　児1即算分12G円を除いている◎
　2．標準4人世帯の構成は，35歳（男）p30歳（女），
　　9歳（男），　毒∫蔑（玄）である9　・

　　　　　　　　　　　　　　4
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表5　生活保護基準の改定（1級地）

第　26次　改　廻
（45年4月1日

第27次　改　定
（46年4月1日） 摘 要

，

工．虫活扶助基準
　（基準生活費）
ω居宅（1類＋2顛）
‘2｝期末一時扶助費

　（収容保護基準）

ω救護施設
121更生施設
　（加算等）
ω妊産婦加算

｛2》母子加算
13，障害者加算
ω　精跡児養護加算

⑥老齢加算疋6｝在宅患者加算
ω　放射線障害者加算

㈲人工栄養費
紛　入院患者日用品費

⑯一時挟助（布団類）

鋤入学準備金
2．　教　1f　扶助基準

　小学3年　中学1年（男）

3．住宅扶助基準
　家貿問代等
　家雄補修維持費
4。医療扶助基準

5．出産扶助基準

6．班業扶助基準
ω生業費
⑫レ技能修得費
｛の　就職支度費

7．葬祭扶助基準

（勤労に伴なう必要経費）

lu業種別棊礎控除
　1口の職極（内　職）
　121の職瓢（口　艇）
　偶の職種（土　工）
12｝基礎控除合算額

（響難欝掻）

131特別控除
｛41新規就労控除
㈲米成年者控除
｛61不安沌就労控除

171央費控除
（祉会保険斜紐合費遥勤費等）

円

（標準4人世帯）　　糾，137

12月1人当たり
（45∫1三12刀）　（題｝宅）　　2，630

（45‘ド12月）　（』反容）　　　　945

11，000

11，655

1劉囎禰

円

38，137

2，630
945

12，540

13，285

2，090
3，135
L935

（級地別バ生活扶助基準額）
1級地　　　　　　　　38，916円

2〃　　　35，414
3　　〃　　　　　　　　31，911

4　　〃　　　　　　　　　28，409．

なお，65歳以上の者につ
いては一般引上げ率を上問
る改普

一1呵1　§一1呵ll睡瀞…
　　　　　　2，680
　　　　　　5，000
　　　　　　3，290
冒一般病　　　　4，295
！榊11病　　　3，435
　　　　7，0GO『1】以『勾
小学校入学時　5，500円以内
巾学校入学時　5，000円以内

学用品費等　　　　　　430

　〃　　　　　1，185

　　　　2，800｝1以1～
（年額）　　　10，σ00円以内

国保の診療方針，診療報酬に
準ずる。

1件（居宅）　8，000円以内
1件（施設（特基）20，000円以肉

　　　30，0001り」呉内
　　　15，000『り以内
　　　15，0001置」以内
（大人）　　　　9、600円以内
（ノ」、人）　　　　　7，6801［」以内

（最高額紛の職種）

3，980

5，405

6，885

8匪605

28，00011似内

　　2，000
　　2，000
　　2ΩOOO

　実費

　3，025
　5，000
　3．290
　4・975◇地区別冬期加算5・6区も
　4・480　支給
7，000円以内

5，500円以内

5謁GQ円以内

490
1p345

2，800円以内

3Q，OGO円以内

　同左
8，000円以内

20，0QO円以内

30，000円以内
15、000円以内
15，000円以内
9，600円以内

7F680FJ以内

4，545

6，155

7，825

◇このほか学校給食費，通
学のための交逆費等の実
費が支給

◇住宅ミ」蝿青により第2種公

賞住宅家賃の最藺額を標
準とした額にゑ3を乗じ
た額の特別基準を設定

◇他に，衛生材料費1200F献　．
以内支給
なお曹居宅分娩の特別基
準として14，000円以内

◇震櫃自動車料金限度額
4，000円以内

　　9・390　◇収入金額別区分
　　　　5001『」を1，0001【」鰐彗級と

　　　　する。
31，900円以内

　　2，000
　　2，000
　　2，0GO

　実費

7
（注）・印は今回改正しなかった碁準額である。

っ年ざで碁　　　二ωの路お慮低を積て
て験れあ準昭目五の場工軌し”碕別もま
異　るるの和取円職合夫　て得算基所農
馨残盤力1肇畢低毫勢会舞あ警矯と窪鍔収
の世坐被の六生れ場Ol3服別σ）碁除改入

傭雑雑活獄静蘇購叢縮い嘆準世1キに保引一か種度商水除入行別

砺噸蔚障i畝畷欝鶴鰭か在被実上る水げ円三・　額のっ別れ控
窪輩鐘簿2態準裏書き義圭護壽と～護羨讐
帯に者保お保『　㌃八円地　けを楼控　っ，．
をよの障り護　　　九に）道て考　除業い

た六121につ内対四　　　　　　　　た礎楼o
一
の ’い職応十業o控　る
五職日て等し六種　除業が
五種雇はのた年別　お種㌧
『Illこ労三‘1⊃改瓜基　 よ別昭
につ働九の善の礎　び基和1
そい煮八職が生控　特礎四
れて　○種行活除　別控十
ぞは農円（な挾に　控険六
れ五耕か一わ助つ
引四従ら。些基い
さ○夢四二　箪て
上五者五級事の礒
げ円な四地務改
らかど五）箕定昭
れらの円に　に和

除　年
が収度
改入に
鴫お
さ別い
れ基て

　　讐農羅贈騰こ雛魅金曇編薦齢罐監無裏畷
　　ら除保礎お　場住のの円が一級帯たい目饗麹比るが世世つ水丈4いし
　　にを険控よ学食宅み最の七＝地の’克や等豊ぺ生’帯帯て準　のてて

保
護

．課

闘含料険び校　扶を低老〇二）場老

奪鰯嚢縢嚢購織
　低働た実通度特も賎上場なぞ生帯
生組め巽学額別の　積合つれ活お
活合の　の一基で一みにて二保よ

舞灘鑑璽竺鍵髪
準突　額交Q京こ基　0　0準一

的に　も囲にすし準四の
な際他の民よるも四八場
指しのでのつも現人三合
標’て社あ生ての在世六の
との会る活保での帯一最
さ一保か水障は被と円低

すの小て活坐の構い映標とのそ

嚢継1鰭謙難
本施にの般磨表ず標で帯有保に

表4 最低生活保障水準の具体的事例

障経
水常
準的
をな
示需
す要

4　入　　世　　帯 母　子　3　人　世　帯 老　人　2　人　世　帯 老　人　ユ　人　世　帯

35才男1日濁9才男（小3〉

30才女撫鞠4才女
3D才女撫臓）4才女
9才男（小の

5酵男撫鋤
65才女（ゆ｝

55才女 無駿）

45年度 ‘6年度 45年度 46年度 45年度 46年度 45年度 46年度

1紐地 4蔽地 1級地 4級地 1級池 徽地 ！級地 4級地 1級地 4級地 1級地 4級地 1級地 4紐嬉 1級地 4級地

生活扶助

掴，算（別勘

業種別基礎控除

　　円
34，137

5，鵬

　　F
24，921

4，839

　　円
38，916

6，玉55

　　円
28，‘11

5，5駈

　　円
25，349

縄珈罰
2，880

　　円
18、50量

冊ヲ脚露〕

2，880

　　円
28，886

1愚脚翼レ

3，DOO

　　円
2Loa7

栂殉勘
3，0eo

　　円
19，371

r

　　F
I4，140

　　円
22，710

　　円
里6，578

　　円

1L35旨
　F
8－287

　　円
13，250

　円
9，570

　世帯当たり
計
　
　 1人当たり

39，542

9，8s6

29，251

7，438

45，071

11－258

33，916

8，479

28，229

9，410

21，301

7，1“0

31，886

10，52§

24，087

8，029

19，371

9，586

i4，140

7，070

22，710

11，355

15，578

8，289

1L355

11，355

8，287

8，237

13，250

13，250

9，570

9，670

教育扶助
430 430 490 4go 430 430 490 490

住宅扶助 2，80σ 1，300 2P80α 1，300 2．8“0 1，300 2、80臼 L300 2，800 1，300 2，80α L300 2，800
L300 2，800 L300

合世帯当たウ

計世帯当たり

42，772

10，693

3L‘81

7，870

48，361

12－090

35，7㏄

8，921

3L459

10，486

23・031

7，677

35，176

11，725

25，877

3，525

22，171

U，086

11・“0

7，720

25，510

i2，755

i7，878

8，939

14，155

14，：55

9，587

9，587

：6，a50

16，05σ

10－970

10，970

1注》・　この豚か、学按給食費，通学のための交通費等の実費が支給され、社会保険料、労働組合費、通効費等の実績が控除される場合がある◎
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と交でいづ者てとのも　進剛‘こて　る成人的　し困認手たい一たねデ
些駿劔競与蔀き讐骸歎麟逢9お饗馨鎚磐力1奮あ
ほれ　に身と世る搭むでいの者あさまでてはデよ　さいあζ帯老そウ大
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